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商工会
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令和3年度　更北地区住民自治協議会役員一覧
役　職　名 氏　　名 備　　　考（令和3年度）

会 　 長 山野井　敏　人 更北地区区長会　会長・稲里地区委員会　委員長
副 会 長 北　山　秀　一 更北地区区長会　副会長・小島田地区委員会　委員長

〃 宮　澤　弘　明 更北地区区長会　副会長・青木島地区委員会　委員長
〃 石　黒　　　誠 更北地区区長会　副会長・稲里地区委員会　副委員長
〃 吉　原　公　芳 更北地区区長会　副会長・青木島地区委員会　副委員長
〃 小　山　安　正 更北地区区長会　副会長・真島地区委員会　委員長
〃 竹　内　公　夫 長野市商工会更北支部　支部長

監 　 事 小　山　耕一郎 真島地区委員会　副委員長・上真島区長
〃 安　川　　　勇 長野市商工会更北支部　副支部長

常任評議委員 徳　永　直　史 丹波島区長
〃 杉　浦　富美雄 鍛冶沼区長
〃 田　中　　　保 久新区長
〃 宮　下　清　一 大塚第一区長
〃 桐　澤　　　満 大塚第二区長
〃 増　田　憲　一 四十二石区長
〃 大　西　良　三 青木島団地区長
〃 徳　竹　芳　文 綱島北区長
〃 小　山　耕一郎 上真島区長
〃 羽生田　春　樹 川合区長
〃 相　澤　誠　一 小島田甲区長
〃 小　林　康　彦 小島田乙区長
〃 坂　口　忠　好 北氷鉋区長
〃 青　木　昭　雄 中氷鉋区長
〃 小　谷　　　徹 境区長
〃 曲　渕　　公一 下氷鉋第一区長
〃 下　川　　　浄 下氷鉋第二区長

常任評議会委員長及び部会長
役　職　名 氏　　名 備　　　考

常任評議会委員長 山野井　敏　人 更北地区住民自治協議会　会長
総 務 ・ 広 報 部 会 北　山　秀　一 更北地区住民自治協議会　副会長
社会福祉協議会長 大　渕　健　一 更北地区社会福祉協議会　会長
防 災 部 会 石　黒　　　誠 更北地区住民自治協議会　副会長
防犯・交通安全部会 宮　澤　弘　明 更北地区住民自治協議会　副会長
環 境 部 会 吉　原　公　芳 更北地区住民自治協議会　副会長
地域公民館部会長 山　崎　　　良 ４地区地域公民館連絡協議会　代表
文 化 教 育 部 会 西　村　敦　子 更北地区男女共同参画社会づくりを進める会　会長
地域活性化部会長 宮　下　敏　郎 更北地区農業委員会　代表
予算調整委員会

役　職　名 氏　　名 備　　　考
予算調整委員長 山野井　敏　人 更北地区住民自治協議会　会長
予 算 調 整 委 員 北　山　秀　一 更北地区住民自治協議会　副会長
予 算 調 整 委 員 宮　澤　弘　明 更北地区住民自治協議会　副会長
予 算 調 整 委 員 石　黒　　　誠 更北地区住民自治協議会　副会長
予 算 調 整 委 員 吉　原　公　芳 更北地区住民自治協議会　副会長
予 算 調 整 委 員 小　山　安　正 更北地区住民自治協議会　副会長
予 算 調 整 委 員 中　村　　　登 青木島地区
予 算 調 整 委 員 北　村　眞一郎 真島地区
予 算 調 整 委 員 髙　橋　和　美 小島田地区
予 算 調 整 委 員 皆　川　武　人 稲里地区

ごあいさつ
この度、更北地区住民自治協議会常任評議会において、会長の重責を仰せつ
かりました、山野井敏人ございます。日頃は、当自治協議会の運営や事業に深い
ご理解ご協力を賜り心から感謝申し上げます。
さて、昨年４月７日新型コロナウイルスの感染拡大に備えるため緊急事態宣
言発令以来、今日まで収束の目途がつかず緊急事態宣言が繰り返され、地域社

会に甚大な影響を及ぼし、人々の価値観を大転換させました。
また、一昨年の異常気象による台風１９号災害と地球環境について考えると自然への「畏敬の念」
を持つことが大事だと、新型コロナウイルスが気づかせてくれました。人間がもたらした人災的な側
面がありますが、行政指導の基本的な感染防止「新しい生活様式」を徹底していくとともに、知恵と工
夫でコロナ危機に備えながら乗り越えなければならないと思います。
新型コロナウイルス禍は、仕事や家庭、そして地域社会でも大切にしていたもの、見失っていた真
に大切なもの、なくてはならないものの価値に気づかせてくれました。地域諸活動の分断、分散から
連携・協働、そして目指す地域づくりへ重層的な取り組みは大きな課題です。
先の見えない現況下ですが、地域生活課題をしっかり共有し、一つの組織でなく複数の組織による
連携・協働によって課題解決に向けた取り組みを行うことが大切だと思います。そのために、区・地域
から、さまざまな関係者や住民が「出会える場」、「地域コミュニティ」創りを大切にし、地域総意を育
み課題解決に向け役員一体となり邁進する所存です。
地域の皆様には、今後とも引き続きご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

更北地区住民自治協議会
会長　山野井 敏人

事務局の入口に、新しく看板を設置しました。
五明良治前更北公民館長に製作していただきました。題字は、岡澤明美さん作です。

看板設置

第39号

令和 3年 7月1日 総務・広報部会
TEL 286-2335 FAX 214-2324

E-mail　kjitikyo@grn.janis.or.jp
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就任ごあいさつ

令和３年度　収支予算について 自 2021年4月1日～至 2022年3月31日

令和３年度　更北地区住民自治協議会　主要事業推進予定

※新型コロナウイルス感染対策により、中止および変更になる場合があります。事業詳細については、主催先や回覧等でご確認ください。

収入の部
科 目 2021年度(令和3年度）予算 2020 年度決算 備考

長野市補助金 26,612,000 25,738,959 地域いきいき運営交付金　ほか
地区負担金 10,200,000 10,264,596 活動保険　ほか
繰越金 6,659,812 1,583,558 Ｒ２年からの繰越金
雑収入 1,520,042 1,599,511 共同募金、緑の募金還付金　ほか
事業収入 53,000 46,801 広告収入　ほか

合 計 45,044,854 39,233,425 
支出の部

科 目 2021年度(令和３年度）予算 2020 年度決算 備考
総務・広報部会費 3,250,000 3,244,969 広報紙発行、HP 掲載事業　ほか
社会福祉協議会費 9,760,000 6,129,844 地域包括ケア推進事業ほか各種福祉事業
防災部会費 50,000 防災研修会の開催　ほか
防犯・交通安全部会費 285,000 あいさつ運動、登下校時の見守り活動　ほか
環境部会費 770,000 花いっぱい運動、ゴミゼロ運動　ほか
地域公民館部会費 2,600,000 1,908,476 スポーツ大会、文化芸術祭、成人式　ほか
文化教育部会費 945,000 721,213 研修会、講演会ほか
地域活性化部会費 500,000 330,000 三太刀まつり、更北ブランド商品の開発　ほか
地区委員会・各区交付金 10,820,000 9,998,740 4 地区委員会、各区への交付金
事務局費 8,610,000 7,679,733 会議費、給与、印刷代　ほか
活動保険 1,450,000 1,441,250 自治会活動保険料
提案事業・更北まちづくり委員会 2,050,000 1,119,388 
予備費・基金設置 3,954,854 

合 計 45,044,854 32,573,613 

事 業 名 主 催 開催予定日 会場・その他
法律相談所 社会福祉協議会 偶数月第3木曜（計6回） 更北公民館学習室 3
結婚相談所 　　〃 毎月第 2 日曜・第 4 土曜 更北公民館学習室 1、2
オレンジカフェ 　　〃 毎月第 4 水曜 更北公民館学習室 1
更北支え合いネット 　　〃 不定期 更北支所会議室

親子ひろば 　　〃 通年
※８月まで中止

更北支所 1 階多目的会議室
真島保健センター
更北公民館稲里分館
三本柳児童センター

運動講習会 　　〃
5､6､8､9､10､11､1月第3
水曜日
7/7（水）3/2（水）

更北公民館多目的ホール

住民福祉大会 　　〃 未定 更北公民館多目的ホール
夏まつり 　　〃 中止
地域間交流事業 総務・広報部会 6/4（金） 中条地区
令和２年度成人式 成人式実行委員会 8/8（日） リモート形式で開催
育成会・男女共同参画合同研修会 育成会・男女共同参画部会 未定
更北地区に住む人とのふれあい体験 　　〃 未定 川中島古戦場史跡公園
スポーツ大会 地域公民館部会 中止
川中島古戦場まつり大花火大会 川中島古戦場まつり実行委員会 10/9（土） 川中島古戦場史跡公園
子どもフェスティバル 社会福祉協議会 10/17（日） 更北公民館全館
ふれあい福祉バザー 　　〃 中止 フードドライブに変更
文化芸術祭　展示の部 地域公民館部会 11/13（土） 更北公民館全館
文化芸術祭　芸能の部 　　〃 11/14（日） 更北公民館全館
令和３年度成人式 成人式実行委員会 R4.1/2（日） 　　〃

この４月より、更北公民館の館長を拝命致しました石川寛と申します。
私は昨年の９月末に旧住友系のメーカーを定年退職し、10年以上に及ぶ単身赴任生活にケリをつ
け、この長野県に戻って来ました。36年6カ月に及ぶ会社生活では、引越しを15回以上繰り返し、家
族と海外(チェコ共和国)で生活することも経験しました。
勤務先での再雇用は希望せず、長野に戻り地域に貢献できるような公共性のある仕事に就きたい
と考えていたところ、更北地区住民自治協会で公民館長を公募していることを知り、思い切って応募
させて頂き、この職のご縁を頂きました。
更北公民館は講座も充実しており、特筆すべきは全国的にも稀な４年制の高齢者講座で開校50年

を迎えようとする「作新大学園(２年制の大学院併設)」を運営していることです。
私の役割は、こうした質の高い講座を維持・発展させて行くことと認識しておりますが、一方で公民館の今日的役割を
考える必要もあるように思います。
5年後や10年後の将来を見据え、地域づくりや人づくり、人と人との繋がりづくりにどのような役割を果たすべきか考
えたいと思います。
公民館には地域の皆さんの作品類も展示していますので、是非お気軽に立ち寄って下さい。色々なご意見もお聞かせ下
さいね！

更北公民館長
石川　寛
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部会構成が変わりました
各部会の活動の充実を図る為、５部会から８部会へと、部会構成が変わりました。より良い地域づくりを目指します。

総務・広報部会� 部会長　北山　秀一 社会福祉協議会� 会長　大渕　健一
「総務・広報部会」は、今年度より組織見直しにより内
部組織として「地域未来創造委員会」を設置しました。更
北地区住民自治協議会設立以降10年が経過し、更北地区
のより良き未来をどのように描くか、区長会を中心とし
た運営のみでは律しきれない難題に対し、インキュベー
ション機能(ふ卵器の様な機能)として多角的な検討・提
言をしていく予定です。現段階では、「子ども未来会議」
「女性からの提言」等、各界各層からの提言・発信を期待
しています。
昨年度区長会での意見提起に基づき、松代大橋から丹
波島橋間の「川中島古戦場ラインビューティフル作戦」
を計画し、長野市の玄関口、長野市の顔と言えるメイン
道路の環境美化に地域住民の協力を得て道路沿いの草
取り等を実施するものです。第1回目は6月6日に予定し
ましたがコロナ禍の為、中止しました。改めて秋に計画
しますので、多くの皆様のご協力をお願いします。

今期、社会福祉協議会評議員総会は、コロナ禍の中、感
染防止対策を取り実施。また、福祉推進員会は、理事会に
おいて議事の承認をして頂き、総会に代えさせて頂きま
した。
今年度より社会福祉協議会は、第三次地域福祉活動計
画を推進していますが、コロナ禍の為、様々な事業の延
期・中止を余儀なくされ、各地域でのお茶のみサロンや
はつらつ体操、５年目を迎えた歌声サロンなど集まって
楽しむ「場」が開かれない状態となっています。
この様な時こそ、様々な形での支え合い助け合いが重
要になります。以前までは普通に出来ていた事が、実は
とても大切で大変だという事、そのあたり前・普通を支
えてくれている人達がいる事を、改めて考える機会に
なっています。
コロナ禍の為、家にいる時間が多くなり運動不足にな
りがちです。フレイル予防の観点からも、室内での運動
を心掛けましょう。
一日も早いコロナ禍収束を願うと共に「一人ひとりが
支え合い、誰もがいきいきと安心して暮らせるまち　更
北」を目指して頑張ります。

防災部会� 部会長　石黒　誠 防犯・交通安全部会� 部会長　宮澤　弘明
防災対策には最悪の状況を想定し、現状をしっかり把
握し、それぞれの課題を洗い出し必要な手当てをしなく
てはならない。当然ながら、人命第一に取り組み、逃げ遅
れの人を出さない事を念頭に、実効性の高い訓練を何回
も積み重ねることが大事であり、特に避難訓練と安否確
認訓練が重要であろう。更に大きな課題は要支援者等の
弱者に対する避難支援である。現在健常者であっても誰
もが高齢となり必ず弱者になる。従ってこれは一部の人
の問題でなく、全住民の問題でもある。しかし実際に支
援する場合は、個人情報の把握や核家族化などで困難を
伴うが、共助でしか克服できないと考える。
世の中は一人で生きているのではなく、互いに助け
合って生きることで喜びを感じられることを、何回も重
ねる訓練行動の中で得られ、共助と防災意識が住民に浸
透していけばと思う。
１．防災研修の実施
２．避難所体制の確立
３．�各地区の防災対策の取り組み状況と、課題の洗い出し

更北地区の皆様には、日頃から安全で安心なまちづく
りのためご協力賜り感謝申し上げます。
依然として多い特殊詐欺事件・不審者による声掛け事
案等の防犯対策。また、更北地区は、交通量の多い幹線道
路が地域内に有り交通事故が多発しており交通安全対
策が重要な地域であります。この啓発活動には、更北地
区防犯協会・長野南交通安全協会更北地区４分会・等が
定期的に活動を実施しておりますが、やはり私たち一人
ひとりが常に気を付けていなければならない事ではな
いかと思います。
防犯・交通安全部会としても、適時に発生状況の把握
を行い必要な施策を計画したいと考えています。また、
上記の啓発活動にも参加していきます。
当部会は、長野南警察署との連携が必要不可欠ですの
で情報共有・改善策協議も警察署と行いたいと考えてい
ます。尚、従来から活動している「あいさつ運動」「見守り
隊」は地域の防犯・交通安全の目的も成していますので、
当部会も推進していきます。
更北地区の安全で安心に暮らせるまちづくりを図る
ため皆様のご協力をお願い致します。

環境部会� 部会長　吉原　公芳 地域公民館部会� 部会長　山崎　良
季節ごとの自然の美しさがある私たちの住む長野。更
北地区も一つの大切な地域。いつも子供たちの元気な声
が響き、また、私たちの“ふるさと”として、清々しく住み
よい環境を保っていきたいと願っています。
環境部会では、身近な環境改善に取り組み、継続的な
活動を続けています。
地味ですが意義のある活動です。
本年度の主な活動計画は次のとおりです。
１．花いっぱい運動の実施
２．ゴミゼロ運動・河川敷の一斉清掃の実施
３．新人環境美化推進員・視察研修会　※中止
４．ゴミステーション更新補助事業
５．不法投棄防止啓発活動
６．ごみ分別順守の徹底　他
これらの活動の積み重ねが将来に向けたSDGｓにつ
ながります。
皆様のご理解とご協力をお願いします。

当部会の活動内容は、青木島地区地域公民館連絡協議
会（以下、地公連）、真島地公連、小島田地公連、稲里地公
連の４地区からなり、地公連で勝ち上がってきた野球、
バレーボール、ふらば～るバレーのスポーツ大会開催や
文化活動、芸能活動の発表の場である文芸祭の企画開
催、また成人式の運営等ですが、昨年度はコロナウイル
ス禍のためいずれの行事も中止となりました。
今年度については、４地公連とも球技大会は中止とな
り、更北スポーツ大会も中止となりました。文芸祭につ
いては、今年度からは二日間の開催とし、一日目は展示
の部、二日目は芸能の部としてそれぞれをゆっくり見て
いただけるよう計画しておりますので、皆様には是非と
もお越しいただきたいと思います。また、成人式は来年
１月２日に開催できるよう準備を進めてまいります。
なお、当部会はスポーツや文化芸術活動を通じて、地
域公民館の活性化と、地域の皆様の連携を深めることを
目指してまいりますので、ご協力の程よろしくお願いし
ます。



- 4 -

職員募集
更北地区住民自治協議会では、地域福祉ワーカーを募集しています。
＊地域の団体等と連携して、地域福祉活動の推進
＊�地域住民が「地域の支え合い活動」を通じて作り出す、支援及び担い手の把握、発掘及び広報活動
詳細については、下記までご連絡ください。
更北地区住民自治協議会 事務局　☎２８６－２３３５

支所からのお知らせ
支所発地域力向上支援金事業を募集します！

☆対象事業
更北地区の「安心・安全のまちづくり」又は「スポーツによる地域の活性化」をテーマとし、関連事業を募集します。
地域の防災力を上げるための事業、地域の防犯活動に関わる事業
地域一体となりスポーツ振興に取り組む事業　など

☆補助内容
予算総額５０万円。１事業あたり原則として１０万円以内

☆募集期間
６月９日(水)から７月８日(木)まで

☆申込方法
事前に連絡のうえ、申込書（事業計画書）を支所に提出ください。

☆決定方法
選考委員会で決定し８月10日（火）までにご連絡します。

☆ 連 絡 先
長野市更北支所　電話285-2001

今年もホタルが舞います
～下氷鉋小学校ホタルの郷再生事業～
　第1２回目のホタルの幼虫放流式を５月1０日、校内ホタルの小径で開催しました。昨年度はコロ
ナウィルス感染拡大防止のための臨時休校中で児童の参加はありませんでしたが、今年度は6年生
と地域の関係者、ＰＴＡの皆さんで行いました。今年は源氏ボタルの幼虫を145匹放流しました。
　幼虫は間もなく川辺に潜り、さなぎ、成虫となり、6月から7月までホタルの小径をほのかに照らします。
　都市化された更北地区でホタルを見ることができる場所は限られています。
　下氷鉋小学校の校章はホタルであり“蛍雪の功”が由来です。
　今年度からホタルの郷再生事業は児童主体となります。下氷鉋小学校の宝の一つであるホタルの郷再生事業を進めな
がら地域とのつながりも実感し“郷土愛”を育んでほしいです。

※各部会の事業予定については、新型コロナウイルス感染対策により、中止および変更になる場合があります。事業詳細については、主催先や回覧等でご確認ください。

文化教育部会� 部会長　西村　敦子 地域活性化部会� 部会長　宮下　敏郎
◎９月～10月開催予定
　・更北地区に住む人とのふれあい体験
　「川中島古戦場で大人も子どももみんなで遊ぼう」
　ダンスに、歌に、お宝さがし、お話し会や工作、
フリーマーケット、いろいろなブースがあります。
　送迎についても検討していますので、家族で楽し
み、仲間と遊びましょう。
　フリーマーケットへの出店希望や、ブースでやっ
てほしい催しなどがある人は住自協事務局又は、西
村（285-4287）までご連絡ください。
◎9月～11月開催予定
　・�講演 「発達障がいの親子の悩みとわが子の育ち」
　　　　 （仮題）
　・�講演 「インターネットによる気づかない落とし穴」
　　講師  長野市少年育成センター
　・�あいさつ運動に於ける子どもの実践と地域の活動

の意見交換

(1)地域農業の活性化事業
・�真島地区りんご栽培140周年記念導入品種の加工・生
食の出来栄え調査研究
・地元農産物の紹介及び新規販売所の拡大
(2)更北ブランド商品の開発・調査・宣伝・販売事業
・�更北地区真島産の大麦・米・柿を使用した「更北ブ
ランド商品」
（三太刀、七太刀、お粥、柿酢）の更なる研究を行う
(3)学農・農地再生事業
・小学生との農業体験事業
・�長野市農業公社・農業委員会・JAと連携し荒廃農
地・遊休地の解消をはかる

自然の力をエネルギーに

株式会社　KOBAYASHI
～地域に感謝～

代表取締役社長　小林　正夫

㈱信州トラベルサービス
たくさんの笑顔を支える旅行のご用命は

長野県知事登録旅行業第３種‒523号

〒381‒2205 長野市青木島町大塚 945‒5 2F　sts_travel_nagano@yahoo.co.jp
026‒291‒0120TEL 026‒291‒0121FAX


